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本
稿
は
、
本
増
刊
号
冒
頭
の
「
監

修
に
あ
た
っ
て
」で
触
れ
た
と
お
り
、

本
誌
令
和
３
年
１
月
号（
８
６
５
号
）

か
ら
令
和
３
年
12
月
号（
８
７
８
号
）

ま
で
の
本
誌
通
常
号
の
「
金
融
商
事

実
務
判
例
紹
介
」
欄
掲
載
の
判
例
の

中
か
ら
、
企
業
法
務
お
よ
び
銀
行
法

務
の
観
点
か
ら
み
て
重
要
な
も
の
を

「
銀
行
の
固
有
業
務
」、「
担
保
・
保

証
」、「
回
収
・
倒
産
」、「
そ
の
他
金

融
業
務
」、「
商
事
」、「
そ
の
他
企
業

法
務
」の
６
つ
の
分
野
に
分
類
し
て
、

そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
号

と
同
様
に
、
通
読
す
る
場
合
の
読
み

や
す
さ
の
観
点
か
ら
、
訴
訟
当
事
者

を
原
告
、
控
訴
人
、
上
告
人
な
ど
の

訴
訟
手
続
上
の
呼
称
で
呼
ぶ
こ
と
は

避
け
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
紙
幅

の
関
係
と
重
要
性
の
観
点
か
ら
、
最

高
裁
判
例
を
対
象
と
し
て
そ
の
概
要

を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

一
　
銀
行
の
固
有
業
務

１　

自
筆
遺
言
証
書
に
真
実
遺
言
が

成
立
し
た
日
と
相
違
す
る
日
の
日

付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
同
証
書
に
よ
る
遺
言
が
無

効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ

た
事
例
（
破
棄
差
戻
し
）（
最
判

令
和
３
・
１
・
18
本
号
11
判
例
）

　
本
件
は
、
亡
Ａ
が
作
成
し
た
平
成

27
年
４
月
13
日
付
け
自
筆
証
書
（
本

件
遺
言
書
）
に
よ
る
遺
言
（
本
件
遺

言
）
に
つ
い
て
、
Ｘ
ら
が
、
本
件
遺

言
書
に
本
件
遺
言
が
成
立
し
た
日
と

相
違
す
る
日
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
Ｙ
ら
に
対

し
、
本
件
遺
言
が
無
効
で
あ
る
こ
と

の
確
認
等
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
原
審
は
、自
筆
証
書
に
よ
っ
て
遺
言

と
と
し
た
。

略
称
に
つ
い
て
は
、
当
該
後
に
続
く

括
弧
内
に
略
称
の
み
を
記
載
す
る
こ

を
す
る
に
は
、真
実
遺
言
が
成
立
し
た

日
の
日
付
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
、本
件
遺
言
書
に
は
、押

印
が
さ
れ
た
日
付
で
あ
る
平
成
27
年

５
月
10
日
を
記
載
す
べ
き
で
あ
っ
た

の
に
、前
記
の
こ
れ
と
異
な
る
日
が
記

載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、本
件
遺
言
は
、

無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
本
判
決
は
、
自
筆
証
書
に
よ
っ
て

遺
言
を
す
る
に
は
、
真
実
遺
言
が
成

立
し
た
日
の
日
付
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

本
件
遺
言
が
成
立
し
た
日
は
、
押
印

が
さ
れ
て
本
件
遺
言
が
完
成
し
た
平

成
27
年
５
月
10
日
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
本
件
遺
言
書
に
は
、
こ
れ
と
相

違
す
る
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
民
法
９
６
８
条
１
項
が
、
自
筆

証
書
遺
言
の
方
式
と
し
て
、
遺
言
の

全
文
、
日
付
お
よ
び
氏
名
の
自
書
な

ら
び
に
押
印
を
要
す
る
と
し
た
趣
旨

は
、
遺
言
者
の
真
意
を
確
保
す
る
こ

と
等
に
あ
る
と
こ
ろ
、
必
要
以
上
に

遺
言
の
方
式
を
厳
格
に
解
す
る
と
き

は
、
か
え
っ
て
遺
言
者
の
真
意
の
実

現
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

し
、
Ａ
が
、
入
院
中
の
平
成
27
年
４

月
13
日
に
本
件
遺
言
の
全
文
、
同
日

の
日
付
お
よ
び
氏
名
を
自
書
し
、
退

院
し
て
９
日
後
の
同
年
５
月
10
日
に

押
印
し
た
な
ど
の
本
件
の
事
実
関
係

の
下
で
は
、
本
件
遺
言
書
に
真
実
遺

言
が
成
立
し
た
日
と
相
違
す
る
日
の

日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
直
ち
に
本
件
遺
言
が
無
効
と

な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
と
判
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄

し
、
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

　
本
判
決
は
、
自
筆
証
書
遺
言
の
作

令
和
３
年

重
要
判
例
回
顧

弁護士

柳田 幸三
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分類 概　要 裁判所・言渡日等 出　典

預
金
業
務

預
貯
金
者
保
護
法

窃取されたキャッシュカードにより不正に預金が払い
戻された預金者が金融機関に対して預貯金者保護法に
基づいてした補てん金請求が預金者（原告）に「重大な
過失」があるとして棄却された事例

東京地判令和3・2・19
（確定）

金判 1618号 37頁
本号1判例

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法

消費者庁がホームページ上に一般消費者向けの注意喚
起情報を掲載したことをもって、金融機関が当該注意喚
起情報に係る原告の預金口座を犯罪利用預金口座等に
係る資金による被害回復分配金の支払等に関する法律3
条1項の規定に基づいて取引停止措置を講じたことを理
由に、原告の預金払戻請求を拒絶することができるとさ
れた事例

東京地判令和2・8・6
（控訴）

判時 2476号 30頁
金法 2156号 81頁
本号2判例

原告名義の普通預金口座が「犯罪利用預金口座」（犯罪
利用預金口座等に係る資金による被害回復分配金の支
払等に関する法律2条4項2号）に該当しないなどとされ
た事例

東京地判令和2・6・30
（確定）

判時 2491号 47頁
金法 2163号 77頁
本号3判例

相
続
預
金
の
払
戻
し

金融機関が共同相続人の一人に対し相続財産である普
通預金全額の払戻しをした場合において、①ほかの共同
相続人の金融機関に対する、上記預金のうち当該共同相
続人の相続分に相当する部分の払戻請求が棄却され、②
⒜金融機関の全共同相続人に対する、金融機関が上記預
金の払戻債務を有しないことの確認請求が棄却され、⒝
金融機関の本件払戻しを受けた共同相続人に対する、不
法行為に基づく本件払戻しのうち当該共同相続人の相
続分を超過する部分に係る損害の賠償請求が認容され
た事例

東京地判平成31・4・
26（一部認容）

判タ 1478号214頁

旧民法478条による免責が認められた事例 東京地判令和2・6・9
（控訴）

金判 1605号 52頁
本号4判例

預
金
払
戻
し
と

民
法
４
７
８
条

預金払戻請求に係る訴えが代表権を有しない者により
提起されたものとして却下された事例

大阪地判平成30・2・
20（控訴）

金判 1620号 48頁
判タ 1488号248頁
金法 2167号 78頁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ

電子商取引において、①当該プラットフォームを提供す
る事業者またはそのグループ会社が販売する商品の売主
を判断する際に考慮する事情および②インターネットバ
ンキングが不正に利用された場合の被害者と売主との間
の不当利得の成否

京都地判令和3・1・19
（確定）

金法 2173号 75頁
本号5判例

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

デビットカードについて、その会員規約によれば、同カ
ードを利用した取引は、即時的に支払いの決済がなされ
る取引であって、クレジットカードによる取引のように
与信が伴う性質の取引ではなく、このような即時的な支
払決済に用いられるデビットカードの会員番号等の情
報は、平成28年法律第99号による改正前の割賦販売法
35条の16第1項に規定された「クレジットカード番号等」
に当たらないとして、その提供について同法49条の2の
罪の成立を否定した事例

東京高判令和2・3・18
（上告）

判タ 1482号111頁
本号28判例

預
金
差
押
え

持続化給付金振込貯金債権に対する債権差押え 神戸地伊丹支決令和
２・11・19（確定）

金法 2157号 63頁
本号6判例



No.882（2022年 3月増刊号）29

1預貯金者保護法の「重大な過失」

窃取キャッシユカードにより不正に預金が払い戻された預金者が金融機関に対し
て「預貯金者保護法」に基づいてした補填金請求が預金者である原告に「重大な
過失」があるとして棄却された事例〔確定〕（東京地判令和３・２・19金判1618
号37頁）

重要度　★★☆

事
案
の
概
要

　

Ｘ
（
87
歳
）
は
、
自
称
警
察
官
に
対
し
、

電
話
で
自
己
名
義
の
金
融
機
関
Ｙ
の
預
金
口

座
の
口
座
番
号
お
よ
び
暗
証
番
号
等
を
知
ら

せ
、
自
宅
に
訪
問
し
て
き
た
別
の
自
称
警
察

官
か
ら
当
該
口
座
に
係
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
盗
取
さ
れ
た
後
、
何
者
か
に
よ
っ
て
、

当
該
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
現
金

自
動
支
払
機
に
よ
り
預
金
の
払
戻
し
を
さ
れ

た
。
Ｘ
は
、
金
融
機
関
Ｙ
に
対
し
、
偽
造
カ
ー

ド
等
及
び
盗
難
カ
ー
ド
等
を
用
い
て
行
わ
れ

る
不
正
な
機
械
式
預
貯
金
払
戻
し
等
か
ら
の

預
貯
金
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律（
以

下
、「
法
」
と
い
う
）５
条
に
基
づ
く
補
填

金
支
払
請
求
と
し
て
、
そ
の
払
戻
し
額
の
４

分
の
３
に
相
当
す
る
１
５
０
万
円
余
等
の
支

払
い
を
求
め
た
。

判
　
旨

　
「（
法
５
条
３
項
１
号
イ
の
）『
重
大
な
過

失
』
と
は
、預
貯
金
者
に
お
い
て
、真
正
カ
ー

ド
等
の
管
理
、暗
証
番
号
の
管
理
等
に
関
し
、

通
常
人
に
要
求
さ
れ
る
程
度
の
相
当
な
注
意

を
し
な
い
で
も
、
わ
ず
か
の
注
意
さ
え
す
れ

ば
、
自
ら
の
預
貯
金
等
契
約
に
係
る
預
金
口

座
か
ら
機
械
式
預
貯
金
払
戻
し
が
行
わ
れ
る

結
果
を
た
や
す
く
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た

場
合
で
あ
る
の
に
、
漫
然
こ
れ
を
見
過
ご
し

た
よ
う
な
、
故
意
と
同
視
し
得
る
著
し
い
注

意
欠
如
の
状
態
を
い
う
」。「
Ｘ
は
、
わ
ず
か

の
注
意
さ
え
す
れ
ば
、
警
察
官
を
か
た
る
Ｃ

に
対
し
て
本
件
Ｙ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
知

ら
せ
た
場
合
、
Ｃ
又
は
そ
の
関
係
者
に
よ
っ

て
、
当
該
暗
証
番
号
及
び
別
途
入
手
し
た
本

件
Ｙ
カ
ー
ド
又
は
そ
の
偽
造
カ
ー
ド
等
を
用

い
る
な
ど
し
て
、
本
件
Ｙ
口
座
か
ら
機
械
式

預
貯
金
払
戻
し
が
行
わ
れ
る
結
果
と
な
る
こ

と
を
た
や
す
く
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

に
、
漫
然
こ
れ
を
見
過
ご
し
、
…
（
略
）
…

Ｃ
に
対
し
て
当
該
暗
証
番
号
を
知
ら
せ
る
と

い
う
行
為
を
行
っ
た
」。「
Ｘ
は
、
わ
ず
か
の

注
意
さ
え
す
れ
ば
、
Ｄ
の
居
る
自
宅
玄
関
先

に
本
件
Ｙ
カ
ー
ド
の
入
っ
た
封
筒
を
置
い
た

ま
ま
自
宅
居
室
に
赴
い
た
場
合
、
Ｄ
に
よ
っ

て
本
件
Ｙ
カ
ー
ド
を
盗
取
さ
れ
た
上
、
Ｄ
又

は
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て
、
本
件
Ｙ
カ
ー
ド

及
び
別
途
入
手
し
た
暗
証
番
号
を
用
い
る
な

ど
し
て
、
本
件
Ｙ
口
座
か
ら
機
械
式
預
貯
金

払
戻
し
が
行
わ
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
た

や
す
く
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
漫

然
こ
れ
を
見
過
ご
し
、
…（
略
）…
Ｄ
の
居
る

自
宅
玄
関
先
に
本
件
Ｙ
カ
ー
ド
の
入
っ
た
封

筒
を
置
い
た
ま
ま
自
宅
居
室
に
赴
く
と
い
う

行
為
を
行
っ
た
」。「
Ｘ
に
は
、
わ
ず
か
の
注

意
さ
え
す
れ
ば
、
本
件
Ｙ
カ
ー
ド
に
係
る
本

件
Ｙ
口
座
か
ら
の
機
械
式
預
貯
金
払
戻
し
…

（
略
）
…
が
行
わ
れ
る
結
果
を
た
や
す
く
予

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
で
あ
る
の
に
、

漫
然
こ
れ
を
見
過
ご
し
た
よ
う
な
、
故
意
と

同
視
し
得
る
著
し
い
注
意
欠
如
の
状
態
、
す

な
わ
ち
『
重
大
な
過
失
』
が
認
め
ら
れ
る
」。

解
　
説

　
本
件
は
い
わ
ゆ
る
預
貯
金
者
保
護
法
の
５

条
３
項
１
号
イ
に
定
め
る
「
重
大
な
過
失
」

の
意
義
と
そ
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
事
案

で
あ
る
。
本
判
決
は
、
法
の
目
的
等
を
踏
ま

え
「
重
大
な
過
失
」
に
つ
き
失
火
責
任
法
な

ど
に
お
け
る
も
の
と
同
旨
の
内
容
を
述
べ
た

う
え
（
最
判
昭
和
32
・
７
・
９
民
集
11
巻
７

号
１
２
０
３
頁
参
照
）、
①
暗
証
番
号
を
第

三
者
に
入
手
さ
れ
た
場
合
、
不
正
な
機
械
式

預
貯
金
払
戻
し
が
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ

と
、
②
警
察
官
を
か
た
る
な
ど
の
詐
欺
的
手

段
を
用
い
て
暗
証
番
号
を
聞
き
出
す
手
口
が

横
行
し
て
い
る
こ
と
、
③
こ
れ
ら
の
こ
と
は

広
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
事
情

を
指
摘
し
、
原
告
に
「
重
大
な
過
失
」
を
認

め
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
事
案
の
詳
細
や
証

拠
関
係
等
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
般
論

と
し
て
、
特
殊
詐
欺
事
案
に
お
い
て
高
齢
者

が
巧
妙
な
詐
欺
的
手
段
に
よ
り
暗
証
番
号
を

聞
き
出
さ
れ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
窃
取
さ

れ
る
等
し
た
場
合
、
判
示
の
よ
う
な
事
情
等

を
も
っ
て
「
故
意
と
同
視
し
得
る
著
し
い
注

意
欠
如
の
状
態
」あ
り
と
評
価
し
得
る
か
は
、

詐
欺
の
態
様
等
の
事
情
に
も
よ
る
が
、
議
論

の
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
谷
本 

誠
司
）




